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利用目的 寒冷地における断面修復材料として開発した材料を評価する。 

測定条件 

・内容 

（１）サンプルの前処理 

・乾燥条件 測定前に D-dry 乾燥を 1 週間以上実施 

・10 ミリ角に成型して測定用サンプルとした。 

（２）測定条件 

・測定時間は 1 サンプルあたり 15 分程度。 

・撮影像を 2 値化処理し、空隙部を算出し、比較評価した。 

結果概要 

黒色の円が空隙部と推察される。 

画像解析の結果、寒冷地用に開発した材料には、多くの空隙があることが確認された（図 1）。 

通常のモルタルよりも多くの空隙があることが確認された（図 2）。 

開発した材料は、耐凍害性が高いものとなっており、内部にある多くの空隙が凍結時の圧力を逃が

すことで、凍害が起こりにくいものと考えられる 
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試料作製，ナノテラスにおける測定， 
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図２ モルタル材料（空気量 3％） 図１ 開発材料 
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